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れて葉緑体の外)撲に挿入されることになるので，シア

ノバクテリアのゲノムから発現して内側から外膜に挿

入される SynToc75とはタンパク質の向きが!撲の中で

逆になっている可能性があるのであるというのです。

もしそうだとすると，この遺伝子が共生者から絞へ移

行したことが分位、チャンネルの向きの逆転を引き起こ

し，それによって細胞質から葉緑体へのタンパク質の

輸送が可能になり，それが他の様々な葉緑体タンパク

遺伝子の核への移行を可能にしたと考えることができ

ます。こう考えると Toc75遺伝子の核への移行が， 一

次共生において共生者が葉緑体としてホスト細胞に統

合されるための最も重要なイベン トの一つであったと

言えるかもしれません。
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zェ・シンポジウムl情報

第 16回 国際珪藻シンポジウム

16th International Diatom Symposium 

第16回国際珪藻シンポジウムが20001Jo8月25日-9月l日にギ リシャで開催され
ます。8月25日-27日までをアテネ市内で基調講演と口頭発表が，また27日午後

からは会場を船上に移し，エーゲ海の島々を巡りながら，エクスカーションを

兼ねてポスタ一発表 ・討論をおこないます。珪藻に関わるさまざまな研究発表

(系統分類学，形態学，生態学，生理学，生化学，生活環，生物指標，古生態

学，古環境学，生層序学，培養，藻類毒など)を募集しています。1s tサーキュ

ラーは以下のWWWア ドレスで見ることができます。また，そこから予備登録することもできます。予備登

録者会員に2ndサーキュラーが送付されることになっています。

問い合わせは下記のAthenaEconomou-Amilli博士，もしくは真山茂樹(e-mail:mayama@u-gakugei.ac.jp. tel. 042-

329-7524)まで。
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